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　2．3　西欧

（1）西ドイツ－1970年，Reinsch1）は木材中への水

の浸透について論じ，プラスチックの注入と塗付によ

って与えられる耐水性について述べている。1971年，

Burmester2）はWPCに適した木材として，ブナ，カ

エデ，カバ，パインなどの辺材，モノマーとしてMM

A，スチレン，VC，ユリア，フェノールなどをあ

げ，重合法は放射線法と触媒加熱法両者に大差なしと

し，注入はWAN法つまり水－アルコール－非極性

有機溶媒－モノマーの順に置換する膨潤注入について

解説を加えている。1972年，Burmester3）はまたパイ

ンおよびブナについて種々の寸度安定処理による膨

潤，収縮の測定を行ない，PEG，HCHO，タンニ

ン酸－HCHO，無水酢酸，加熱処理（250℃）など

による処理材は寸度安定化を示したが，フェノール樹

脂およびMMAによる処理材はその効果がきわめて小

さいと述べた。この報告でWPCのASEが低いとい

う結果が得られたのは，水蒸気の吸収速度を問題とせ

ずに，平衡状態における膨潤のみを取り上げているた

めと考えられる。Orth4）はスチレン注入材の照射に

よってWPCを得，その構造は一種のスチレン－木材

グラフトコポリマーであると述べている。

（2）フランス－1969年，Guillemain ら5）は放射線

法で得られたWPCにおけるポリマー・木材の結合に

ついて論じている。すなわち，スチレン，ジオキサ

ン，アセトンおよびエタノールまたは水の4成分注入

液でブナを処理し，放射線によりリグノセルロース成

分に化学的な結合および橋かけ結合を行ない，寸度安

定性の優れたWPCを得た。この方法は細胞膜構造の

変化を伴うものであったが，純モノマー，モノマーの

水エマルジョンまたは溶剤との混合モノマーなどを注

入液としたWPCは寸度安定性が低いという。しか

し，Laizier ら6）はMMA，SAN60－40，不飽和ポ

リエステル、MMAとアクリルアミド，N－ビニルビ

リジンおよびN－ビニルカルバゾールなどとのコモノ

マーならびにスチレン，MMAなどのモノマー・溶剤

・水系の注入液を用いて放射線法WPCの研究を行な

い，注入液および処理条件の選択により，種々の物性

をもつWPCの調整が可能であり，これらの処理法の

うち，スチレン，MMAなどの基本的モノマーに，A

N，N－ビニルカルバノールをそれぞれ混合した注入

液を用いた場合は，比較的小さなポリマー添加率で高

い寸度安定性が得られるとしている。

（3）イギリス－1969年にHills ら7）およびDalton

ら8）の放射線法WPCのイギリスでの発展に関する総

説がみられる。普通材のモノマー注入，重合およびW

PCの物性，潜在的な用途について解説が加えられ，

刃物の柄をはじめ，ブラシ背板，楽器用材，スポーツ

用品，標的などに適するWPCの製造条件が検討され，

SAN60－40をシカモア（カエデ属）に注入するプロセ

スが推奨され，また比較的安価なアッシュ(タモ属)を

用いたWPCもシカモアを用いたものにほぼ匹敵する

物性をもっているとし　軟材をWPC用材として用い

るにはなお検討を必要とすることなどを述べている。

ついでWPCの将来の商業的発展性について，同国

林産試験場における開発研究を中心としたLaidlaw9）

の展望がみられる。開発に向けた各工業分野間の協

力，潜在的な応用面，放射線法と触媒加熱法における

注入，重合，加工などの技術面を述べている。さらに

Hills10）はWPCの製造，性質および用途について，

特にフローリングに的をしぼった解説を行ない，ワッ

クスまたはラッカーを用いないで，耐久力のある光沢

を出し，温度や湿度の変化する環境におけるその大き

い安定性，セントラルヒーティングのふん囲気に適

し，湿気の大きい掘ったコンクリート上にさえも施工

の可能なことが述べられ，Wantageにはγ線照射プ

ラントが設置され，注入装置も近くに併置されて，民

間の利用に供されるようになっていることを伝えてい
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る。1971年，Hillsら11）は木材をはじめファイバーボ

ード，コンクリートなど多孔材料への注入法，注入液

の選択，複合体の製造法およびプラスチックと組み合

わせた複合体の物性について検討を加えている。1972

年，Hills12）は放射線法WPCを侵食性の環境で使用

するための新しい材料とし，これをCurifaxと命名

し，これが新式の電解法塩素製造プラントにおいて48

個の塩素発生セルの間を結ぶ通路に使用されているこ

とを報じ，これはHarwellにおけるWPCの最初の

大規模な応用であるとしている。そのプロジェクトプ

ログラムについての解説のほかゴルフクラブヘッド，

刃物の柄などの実用例を紹介している。

（4）スイス－1972年，Garrattら13）は高度に分岐し

たモノカルポン酸を合成し，そのビニルエステル（

Veo Va10とVeo Va911）をVAcに添加したコモ

ノマーを注入液としてWPCを試作した。このコモノ

マーは安価であり，重合完結に要する線量が少ない（

MMAの約1／2）利点をもち，gaboonのWPCの物性

は摩耗抵抗がMMA，SAN60－40よりも優れ，かた

さと吸湿量はMMAとSAN60－40の中間，寸度安定

性はMMAよりやや低いと報告した。このWPCはコ

スト安で，触媒加熱法にも応用可能であり，工業化に

有利であるとのべている。

　2．4　北欧およびカナダ

（1）フインランド－1969年，Miettinen ら14，15）はス

チレン不飽和ポリマーを添加した混合物でファイバー

ボード表面を処理する提案を行ない，触媒硬化と線型

加速器での電子線硬化による各種処理ボードの3～8

か月にわたる天然暴露試験による比較を行ない，触媒

硬化塗膜には期間中モザイク模様が現われるなど日光

による後硬化現象がみられ，この防止のため10％の軟

かなゴム状樹脂を添加することが検討された。しか

し，電子線硬化塗膜にはそのような変化は現われず，

硬く良好であり，ボードの塗膜面を外側にして折り曲

げた場合，触媒硬化では塗膜側に，電子線硬化では基

材にそれぞれ破壊が起こるという。Rotkirch16）はフ

ァイバーボード塗装における放射線，触媒両法の経済

性について検討し，加速器法がその塗膜の優秀性によ

る市場効果を配慮しなくても充分に有利であり，この

種の多方面にわたる製造工業に利用しうると結論して

いる。 Strombergら17）は，この国の材によるWPC

試験で，その市場性強度および均一注入性からカバが

最も一般的に用いられる材であるが，重合でひずみの

発生が比較的大きいので，強い年輪成長組織をもつ関

係でひずみの発生の少ないパインに目をつけたが，そ

の心材は一般に注入性が良好でないことから，辺材の

多い熱帯産のパイン（訳注Mexican pine）へのポリ

エステルースチレン系注入と60Co放射線によりWPC

化を試み，その圧縮，曲げおよびせん断の諸強度なら

びにかたさを測定し，かたさは板目面および柾目面で

約7倍）木口面で約4倍となったが，せん断強さの増

加は小さく（40％），スコッチパイン（オウシュウア

カマツ）と比較するとかたさのみにおいて勝るが，こ

れは熱帯産のパインヘのモノマー浸透性が良好で材内

に広く均一に注入されるためで，熱帯産のパインがW

PC製造用に適した木材であるとしている。Tammela
18）はネステ社の開発したWPCの触媒法について解説

している。同社法の特長は注入液がスチレンを主体と

するもので，重合時の高温障害をさけるため重合抑制

割としてブタジェンの低分子量プレポリマーおよびそ

のコポリマーを添加していることで，このため実用的

な重合時間でしかもピーク温度が80℃を越えること

がないように重合させることが可能であるとしてい

る。カバとハンノキが最適樹種で，かたさおよび摩耗

抵抗に優れること，水蒸気の吸収速度が小さくなり，

屋内での吸湿によるトラブルは起こりずらいが，長期

にわたる浸水または屋外での日光，雨雪への暴露に対

しては，乾燥時にしばしばクラックが生ずるためWP

Cは屋内用のみにすすめうるものとし，またネステ社

の研究センター，ヘルシンキ空港および種々の工場通

路などでのWPCフロアの実用テスト例が紹介されて

いる。Autioら19）はその4か年の研究を取りまとめ，

WPCの工業的な原料として最適なのはカバであり，

ハンノキは結果は良好であるが生産量が充分でなく不

適とし，不飽和ポリエステルースチレン系がMMAよ
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りも安く，物性が良好で注入液として適しており，さ

らにWPCパーケットフロア一年間の酷使状況および

スキー裏板として使用した結果の報告を行なってい

る。

（2）カナダ－1969年にDaviesら20）のWPC放射線

法重合に関する動力学的な研究がみられる。パインと

カバ中で種々の注入率のMMAの重合を線量率を変え

て調べ，重合速度は反応中増加し，モノマー注入率の

高い方が大きい，重合完結に要する線量は注入率によ

り減少する，カバ中での重合で線量率を1／10にすると

最高温度は25℃低下し，重合線量の線量率係数は注

入率43％および83％でそれぞれ0．55および0．38となる

ことなどを述べている。ついで Desaiら21，22）はイエロ

ーバーチ（カバ属）とホワイトパインならびにMMA

とSAN60－40を用いた触媒加熱法WPCの耐候性を

XenonアークWeather Ometerを用い1，000時間AS

TMサイクルに準拠した方法によりテストした。WP

Cは未処理材より表面割れに抵抗を示し，一般にSA

N60－40のWPCがMMAよりも，またカバがパイン

よりもWPC素材として優れているとしており，しか

しWPCはコスト高であるから，その利用はコスト高

が問題とならないほどの高級な用途に限定されるもの

で，この試験で得た程度の耐侯性は，現在，コストの

低い多くの市販表面処理製品にて得られており，WP

Cは屋外用としては適していないとしている。

（3）デンマーク－1969年，Singer23）はブナおよびパ

インにMMA，VAcおよびSAN60－40を注入した

放射線法WPCについて加工性，接着性，曲げ強さ，

かたさ，吸水および寸度安定性ならびに密度と大型試

片におけるポリマー分布など技術的諸問題を検討し

た。MMAでは曲げ強さとかたさおよび寸度安定性を

改善するが，加工性および接着性が低下する，SAN

60－40では曲げ強さの向上は小さいものの，かたさの

上昇が大きく，寸度安定性を大きく改善し，しかも加

工性と接着性に大きな困難をもたらさない，VAcは特

筆すべき改善を示さない等を結論している。1971年，

Dalagerら24）およびSingerら25）はWPCの電子線重

合について報じている。すなわちナラとカエデの4

mm厚単板試片，不飽和アクリルプレポリマーとMM

Aの混液に線量節約のためトリメチロールプロパント

リメタクリレートを少量添加した注入液を用い，条件

を適当に選択して，注入単板を単一パルスにおける

線量率106Mrad／minでの10MeV電子線により約

3Mrad照射して硬化することができ，かつこの線量

では木材の劣化は非常に少なく，電子線照射によるW

PC製造は経済的にも有望としている。またアクリル

およびポリエステル塗料ならびにカエデおよびナラの

アクリル注入バーケットフロアの電子線硬化がコンク

リートおよび圧縮セメント（砂，モルタル，石膏）に

注入したビニル化合物のγ線照射とともに検討されて

いる。

（4）ノルウェー－1970年，Lunde26）はモノマー注入

と重合による構造材料としての木材の物性の改良に関

して，60Coによるγ線と電子線照射による方法を主

体として説明し，また触媒加熱法にも触れている。こ

こではWPC処理に適するモノマー種類およびノルウ

ェー材について解説を行なっている。

　

2．5　東欧

（1）オーストリア－1969年，Proksch27）はブナから

MMA，MMAプレポリマー，そのCC14．メタノール

溶液を注入液として，γ線照射によりWPCを調製検

討している。材の注入性はよく，ポリマー添加率は70

％にまで上昇し，これは完全注入に相当し，重合完結

には2～4Mrad必要で，最適条件で調製したWPC

はかたさ3～4倍，圧縮強さと曲げ強さは1．7倍，膨

潤は0．6倍となる，純MMA注入のWPCが最もよ

く，プレポリマーは末端の蒸発ロスを減少させるが，

寸度安定性が低くなるとした。同氏28）はまた，オース

トリアにおける放射線硬化WPCの研究（1968－1969

）を解説し，スプルース，ブナおよびタモをMMAま

たはSAN60－40で注入し，スプルースでは夏材部分

の多いほど良好な注入注を示すこと，タモには若干の

注入抵抗のみられること，純MMAのWPCが最良の

機械的性質を与え，CCl4またはPhosgard C－22－R

の添加によりWPCの発炎性が低下し，寸度安定性は

SAN60－40でのWPCが優れていることを示した。
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1971年同氏ら29）はさらに，寸度安定性を保つWPC

が，AN70％以下，MMA30％以上からなる混合モノ

マーに少量の橋かけ剤，たとえは無水マレイン酸また

はジメタクリル酸エチレンを添加して注入すること

によって得られ，MMAをそのプレポリマーと置き換

えても良好な結果を与えることを示した。Arledter

ら30）はMMAその他のモノマーでWPCを調製し，そ

の物理化学的性質の検討を行なっている。

（2）チェコ－1969年、Pesekら31）はパイン，ファ

ー，ポプラおよびブナの各材にMMAを注入し，パイン

には1．5～2Mrad，他材には2～2．5Mradで重合を

完結して1VPCを得，この際木材中の水分は重合を促

進させ，またBr，Cl含有量の大きい有機ハロデン化

合物（たとえはC6H6Cl6）を添加しても重合は同様

に促進され，殺虫能を与え，材の発炎性を低くさせる

としている。同氏は31，32）はまた，ポリエステル－スチ

レン系の放射線法WPCについて，線量を一定に定

めて照射した場合，ポリエステルのみの場合よりも硬

化が速く，高温で行なった場合には線量がより少なく

てすむとし，さらにVCおよびその木材中での放射線

重合について，20℃ではVCの重合転化率は線量と

直線関係を示し，ブナ中ではその転化率がいくぶん低

く，木材中のVCに85～90％の転化率を達成するには

0．75～1．75Mradの線量を必要とし，100％転化は不

可能であり，VCに10％程度のMMA，スチレンまた

はVAcを添加してVCのWPCの欠点を改良すること

を試みたが，この重合はVAcを除き阻止されたと報じ

ている。1970年にはPesek34，35）はブナを用い，不飽和

ポリエステル－スチレン系注入液の放射線硬化に関す

るスチレン量，線量率，硬化速度によるかたさへの影

響を調べ，スチレン含有量は硬化に必要な線量には影

響しないことを認めた。続いて放射線重合する際の温

度効果を調べ，温度上昇により硬化線量を少なくで

き，たとえば70％のスチレンを含むポリエステル樹脂

の硬化は80℃で1Mrad以下である，木材に注入さ

れるといずれの樹脂も硬化はおくれ、1：2Cr複合体

染料はアゾ，アンスラキノン系染料よりも禁止作用は

小さい，わずかな線量の照射でも80℃で後硬化する

かBPOを添加して照射するなどによりWPCを調製

できることを示した。

（3）ポーランド－1970年，Czajnikら36）は種々の木

材腐朽菌によるパイン腐朽材およびナラ腐朽材にポリ

VAc，MMA，エポキシ樹脂およびユリアホルムアル

デヒド樹脂を注入し，圧縮強さ，比重を増加，吸湿，

吸水性を減少させた。最良の結果はエポキシおよびユ

リアホルムアルデヒド樹脂で得られ，他はやや劣ると

している。1971年，Lipovszkyら37）はシナノキ，純

ポリMMAおよび触媒加熱重合のシナ－MMA－WP

Cのクリープと応力緩和の比較研究を行ない，WPC

ではクリープひずみが天然木材の35～55％，純ポリマ

ーの10～22％に減少，応力緩和抵抗を改良することを

示した。天然木材を基準にして，応力緩和に対する抵

抗の増加はWPCで85～204％，純ポリマーで140～

445％である。Lawniczak38）はブナにラウロイルバー

オキサイド（LPO）を触媒としてMMAまたはスチ

レンを注入，加熱してWPCを得た。その形状の変形

率変化はポリマー添加率の上昇によって次第に減少す

る，急速なクリープが起こる限界温度はポリマー添加

率とともに高くなり，このWPCに横方向に圧力をか

けた場合には，温度80℃まで天然材より高い抵抗を

示すことを報告した。Helinskaら39）はカバとブナに

MMA：メタノール：水：LPO＝75：20：3：1の

液を注入し，75℃に24時間加熱重合し，機械的性質

を改良したが，老化サイクル処理（水中浸せき，凍

結，融解，80℃への加熱）によりその機械的性質は

未処理材より速く低下していくものの，18サイクル後

でもなおWPCの方が未処理材よりも高いことを示し

た。1972年，Lawniczak40）はMMA，ステレンまたは

VAcを注入，照射または触媒加熱法にてWPCを調

製，この際，照射強度が高いと機械的性質が低下し，

人体危険度も高くなる，ガス系触媒はモノマーロスを

もたらすので液相重合が推奨され，WPC注入液とし

て高粘液 barisoIM－10のBPO，LPO，AIBN

添加液，1．5％BPOまたは1％LPO添加のスチレ

ンがよく，これよりも触媒濃度が高いと結果は不良と
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なるとした。また同氏41）はスチレン，VAcを注入した

材を溶融パラフィン中で加熱重合し，この浴がモノマ

ーの蒸発を防止し，その90％以上をポリマーに転化す

ることを示した。

（4）ハソガリー－1968年，Czvikovszkv42）は木材へ

の放射線効果，セルロースの放射線グラフト重合，木

材中の放射線重合，放射線重合による表面塗装，WP

C製造と物性，単一モノマー，2成分モノマーおよび

ポリマー・モノマー系からのWPC，化学法WPCお

よびWPCの経済性とその用途を論じている。また

Doboら43）はブナとアイロンウッドにスチレン－ポリ

エステル系液を注入，γ線またはシクロヘキサンパー

オキサイドによる40～80℃での加熱重合を行なっ

た。照射中の熱放散は均一で，むら，クラックのない

WPCが得られ，ポリエステルは電子線によって橋

かけされ，熱抵抗を増加することを認めた。さらに

Kolosvaryら44）はビニルモノマーの注入とその後の放

射線硬化によって得られる木材改質の可能性について

詳細な評論を行ない，VAc，スチレン，VC，M

A，オレフインアクリルニトリル，これらの混合物お

よびポリエステルなどを使ったWPCについて記述し

している。1972年，Hedvigら46）はWPCの誘電分光

的研究を行ない，その誘電スペクトルが一定の振動数

では種々の硬化段階にて温度の関数として，また一定

温度では硬化時間の関数としてそれぞれ記録され，段

階的な後処理プロセスの存在が示されること，誘電率

の変化はWPC処理により大きくなり，一50℃にお

ける可逆的転移と60～80℃における不可逆的転移が

観察されることを発表した。

（5）東ドイツ－1972年，プラスチックと木材に関す

る三つの文献が続いて公表されている。Kusianら46）

はプラスチックによる木材代替化の進行について述

べ，Uhlir47）は木質材料の進展と材料代替化について

記し，WPCにも触れている。またKiosseff48）はソ連

の研究成果を翻訳し，木材は金属に較べて異方性があ

る，強度が小さい，吸湿性があるなどのため機械構造

材料として使用されていないが，プラスチック化によ

る密度上昇　化学薬品やプラスチック含浸と放射線照

射による木材強化により機械構造材料として使うこと

が検討されようとし，その膨潤率の低下，強度の上昇

を報告している。

（6）ルーマニア－1970年，Boiciueら49）はブナのス

チレン注入，加熱重合で得たWPCが寸度安定性の向

上，吸水率の減少をもたらし，そのスチレン添加量は

320kg／m3であったと報告している。

　2．6　アジアその他

（1）イソド－1968年，Raoら50，51）はベアパイン，シ

ルバーオーク，チーク，ハルデウおよびテンデウにス

チレン（10％CCl4含），MMA，VAc，SAN60－40，

ジビニルベンゼンまたはジビニルアジペートで橋かけ

されたVAcを減圧法で注入，60Coγ線を照射してWP

Cを得，物理的性質を測定，VAc以外のモノマー系で

寸度安定性以外の物性（曲げ，衝撃強さ，かたさ，耐

摩耗性，耐水性）に著しい改良がみられ，ベラパイン，

シルバーオークのMMA，SAN60－40および橋かけ

VAc処理のWPCが優れた物性を示し，さらにシルバ

ーオークとベラパインにAN，MA，EAおよびAN

のMA，EA，スチレンの混合物，さらにこれらに橋

かけ剤としてジビニルベンゼンとジアリルアジペート

を用いた注入液を加えてγ線法WPCを調製したと

ころ，AN－MAで最良のWPCが得られ，ベラパイ

ンでは混合比7：3，シルバーオークでは4：1で最

高の物性となったこと，またSAN60－40は必要線量

もスチレン－CCl4系より少なく，ベラパインで圧縮強

さとかたさの改良されたことを報じている。1970年，

Jainら52）はジオキサンと水を含むMMAをマンゴとア

ンダーマンパダンクに注入，γ線2～6MradでWP

Cを調製，弾性率，曲げ，圧縮，せん断強さを4～19

％改良している。またAdurら63）は木材および硫酸カ

ルシウムとボルトランドセメント8：2混合物にスチ

レン・ポリエステル混合物50：50～75：25を注入し，

1～2Mradで重合，比重，強度，かたさを増加し，

WPCは吸水性が減少し，CaSO4－セメントタイル

は酸蝕，吸水性が減少したことを報じた。1972年，

Narayanamurti54）は種々のインド材からスチレン，S
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AN60－40，VAc，ポリエステル・スチレンといっ

た注入液を用いて触媒加熱法でWPCを調製，吸水と

圧縮強さを測定，文献値との比較を行なっている。

（2）韓国－1969年，李55）はWPCの調製法，機械的

性質，木材のモノマー注入，重合，その用途などにつ

いて17文献を参考にして解説している。また56）コレア

ンパインとラワンにMMAを注入，BPOでWPCを

製し，パインは82％，ラワンは44％の重量増加を示し

たが，ラワンのポリマー分布はパインに比べて均一で

あることのほか，WPCの比重，耐水性，かたさ，曲げ

強さ，圧縮強さ等の増加を報告した。さらに1972年，

　Pyun57）は木材中でのモノマーのγ線による重合速度

はVAc＞MMA＞スチレンの順で，しかもサウザン

イエローパインおよびアカマツ中で最も大きい，ドロ

ノキ属木材は注入性が最高である，ポリVAcは照射

する前の注入材には適切な塗摸を形成したが，ゼラチ

ンは不均一な膜を与える等を明らかにした。

（3）台湾－1970年，Tsai58）はチロース，抽出物を

除いた浸透性の辺材と心材中でVAcをBPOによっ

て重合しWPCを得たことを報じている。

（4）パキスタン－1971年，Ahmadら59）は木材，ジ

ュート，農産廃物（麦わら，稲わら）およびセルロー

スにスチレン，MMAおよびANを注入，γ線重合

し，はつ水性，抗菌性および寸度安定性をもった製品

を得，また水，過酸化水素，HCl，HClOおよびCCl4

中でのセルロースへの照射効果の測定を行ない，ジュ

ート・ポリマー複合体は強度の低下をみたが、EAを

使った複合体は摩耗抵抗の増加が認められた。

（5）南アフリカ連邦－1971年，Basson60）は南アの

潜在的高級材とみられるパイン，ユーカリ属木材から

種々のモノマーを用いたWPCを調製，注入条件を検

討，モノマー分布を塗料や放射デンシトメーターによ

って測定し，また顕微鏡により細部構造も検討し，モ

ノマー純度，木材中の禁止剤，酸素含量，染料濃度お

よび線量率と転化率との関係について報告を行なって

いる。また機械的性質および耐侯試験ではWPCの改

質の効果の確認を行なっている。

　3．結　び

　以上，第3，4報にわたって続けて紹介したWPC

の諸研究のうちとくに注目に値すると思われるもの

を選ぶとすれば，第3報ではまずγ線照射法の

Kent38，39），触媒加熱法のMeyer48，50，51）両派によるアメ

リカの研究が高く評価できよう。数多いUSAEC

レポートのなかでRobertsら42）による78企業の協力

を得て行なった研究はWPCの実用性と経済性を

確めた点で注目される。ソ連の乾腐菌による腐朽

のこくずを処理して得たボード66），MMAに有機燐

酸化合物，有機ハロゲン化合を添加して，線量の節

減，強度増加，防火性などを同時に与えたWPC72，81）

そしてスチレンー無水マレイン酸系によるWPC67，74）

などの諸研究が興味深い。第4報では，イギリスの電

解式塩素工場の通路用床板としての実用試験12），フィ

ンランドの電子線による硬化塗膜の物性および経済性

両面からの優秀性の確認15，16）とスチレン主体の注入液

の重合熱障害回避法の発見18），オーストリアのAN－

MMAに無水マレイン酸を加えた注入液29），インドの

AN：MA＝7：3～4：1のコモノマー注入液51）な

どからの物性の優秀なWPCの製造，VAcに分岐モ

ノカルポン酸エステル（スイス）13）またはジビニルア

ジペート（インド）50）を加えて必要線量の節減などコ

スト安を目指した研究などは見逃せない。

　しかしながら，ここで現時材料界で複合化の主流を

なす“繊維強化材料”に眼を向けると，その本質は配

向性をもったファイバーや高結晶性のホイスカーを強

く固定する点に基礎をおいているものであり，ガラス

繊維強化プラスチック（FRP）はすでに広大なる市

場が形成されている。炭素繊維強化プラスチック（C

FRP），金属繊維強化プラスチック（MFRP），

ホイスカー強化プラスチック（WRP）などはそのす

ばらしい材質から特殊な用途（たとえば航空，宇宙方

面）に限られているとはいうものの，将来性は限りな

く大きいものがあるといえよう。

　WPCは方向性をもった素材として上記繊維の代り

に木材が用いられているものの，やはり上と同種の複

合材料とみなすこともできるが，木材はセルロースと
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いう配向性をもった繊維がすでに リグニソを主体 とす

るいわばマ トリックスにすでに固定されている材料で

あり，残 りの空隙を単に充填するだけでほメリットは

小さいと思われる。飛躍的な材質向上を具現すること

が望まれる次第である。 （完）
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